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石 川 総 支 部 報 

２０２２年６月 21日号 

社会民主党石川総支部 

 

 ６月 22日に参議院選挙が公示され、実質 

上の終盤戦に突入します。 

 今、参院選は、「戦争をしない国を維持す

るのか」それとも「戦争をできる国にする

のか」の岐路になる極めて重要な選挙です。 

 改憲勢力は、ロシアのウクライナへの軍

事侵略を機に、防衛力(軍事力)の強化を推

進するために、憲法を改正（改悪）し、北

東アジアにおける緊張を高めようとしてい

ます。 

私たちは、この改憲勢力の動きに対し、

平和憲法を守り、北東アジアの緊張を緩和

し平和外交で世界平和を目指す、｢戦争をさ

せない政治行動の継続｣を取り組むことが

必要です。 

 

 

 

それには、絶対に日本国憲法を改正させ

ないことです。私たちは、あの悲惨な先の

大戦から「二度と戦争をしない」と決意し、

戦争を放棄する平和憲法を制定して以来 76

年間、日本は戦争をせずに済みました。 

しかし、改憲勢力は、そのことを忘れ、

軍事産業拡大のために憲法の理念をねじ曲

げ、そして戦争をできる国にしようとして

います。 

これを止めるには、今回の参議院選挙で、

目票とした議席と得票率２％を必ず獲得し 

改憲勢力・軍備増強勢力の動きを阻止しな

ければなりません。 

党員一人ひとりが今、自分にできること

を確実にやり切りましょう。 

石川総支部では６月 17日現在で、親書 

1,407 通・久保ハガキ 1,071 枚が集約され

ています。党員皆さんの努力に感謝します。 

親書を出し忘れている知人はいません

か？まだ若干の日時があります。再点検し

てみてください。 

そして、親書を出した相手に一声をかけ

て「比例区は、社民党の久保幸喜」、「選挙

区は、小野寺あきこ」への支持を再度、訴

えてください。 
 

★ 行動へ参加を‼  ★ 
 

 公示日以後、多くの行動があります。党

員皆さんの参加が重要ですので、都合をつ

けて、多数の参加をお願いします。 

 なお、集会等へは党員居住地の最寄り会

場へ知人等を誘って参加してください。 

 社民党石川地方選対事務所を石川町当町

に設置しました。党員の皆さん、選対事務

所に結集をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全力で久保候補・小野寺候補の勝利を‼ 

社民党 比例区、久保幸喜候補 

福島選挙区、小野寺あきこ候補 

の必勝を全力で勝ち取ろう‼ 

 

≪ 行動日程 ≫ 
 

６月 22日(水) 

 ８：30 小野寺候補ポスタ－掲示 

(石川町小野寺選対事務所) 

 16：00 比例区証紙受取 

 (郡山市 党県連事務所) 

６月 23日(木) 

９：30 小野寺候補 第一声 

     ※ A8：30 石川町役場出発 

(須賀川市 結の辻)   

 10：30 久保候補  ポスタ－貼出し 

 ※ 小野寺候補第一声参加後 

(石川地方労事務所) 
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６月 28日(火) 

 小野寺候補 街頭演説 

15：00 (玉川村 役場前) 

16：00 (石川町 南町ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ) 

  17：20 (浅川町 リオンド－ル上) 

  18：00 (古殿町 おふくろの駅) 

７月３日(日) 

 18：00 小野寺候補個人演説会 

 (石川町 母畑温泉八幡屋) 

７月 11日(月) 

９：00 社民党石川選対事務所撤去 

比例区ポスタ－等撤去・回収 

◎ この他、久保候補の政連車運行等の行 

動が取り組まれます。党員皆さんの参加 

をお願いします。 

久保幸喜比例区東北ブロック 

   予定候補者、３区遊説‼ 
 

６月 14 日(火)に久保幸喜、社民党比例区

東北ﾌﾞﾛｯｸ予定候補者の遊説が、３区支部

連合各市町村でおこなわれました。 

遊説は、石川・田村、両総支部の街宣車で

須賀川市・白河市・棚倉町・石川町・田村

市・三春町を順に遊説し、石川総支部は須

賀川市から石川町までを担当し「道の駅ひ

らた」で田村総支部に引継ぎました。 

 石川総支部から、芳賀代表・渡辺副代

表・近内幹事長が参加し、須賀川市・白河

市・石川町で街頭演説をおこない、棚倉町

では東白川総支部の関根代表等３名の方

が出迎えて支援していただきました。 

＊ 平和憲法を守ろう！ ＊ 

 遊説で久保幸喜予定候補者は、医療崩

壊・格差問題・不公平税制・軍備増強阻止

非武装中立などについて分かり易く街頭

演説しました。 

特に、平和憲法を守る段では、ウクライ

ナから日本に避難している女性が「ウクラ

イナも、ロシアも、日本のように戦争を放

棄する憲法を持っていたなら、戦争は起こ

らなかった。」と話していたたことを紹介

し、「誰もが生きられる社会を！」と訴え 

平和憲法を守ることが、今、何よりも重要

と述べられました。  ご苦労様でした。 

  

 

 

 

 

 

（石川町 メガステ－ジ前での街頭演説） 


